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国体ふるさと選手制度と強化事業
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　成年国体選手の参加制度にふるさと選手制度というものがあります。県外の
大学・実業団などで活躍している新潟県出身選手が、国体に限り新潟県から出
場することが認められる制度です。以前は、中学・高校時のいずれかに新潟県
に在籍した選手しか与えられなかったものが、令和３年度から小学校時の在籍
選手も認められるようになりました。これは新潟県にとって大きなメリットに

なると考えています。
　まず、第一に、国体選手層が更に厚くなり成年のレベルが大きくアップすることがあげられます。
特に成年女子においては、ここ数年国体予選の参加者が少なかっただけに改善が期待されます。
　第二に県内で実施される国体強化事業に、より多くのふるさと選手に参加の要請が可能となり
ました。各選手の所属チームへの要請も理解が得やすくなると思われます。
　特に小中高校生選手との合同強化練習では、県在住選手・ふるさと選手問わず、新潟県出身の
素晴らしい先輩選手のプレーを目の当たりにする事ができ、ジュニア選手にとっても大きな目標・
憧れとなります。この事は成年選手にとってもプラスになるはずです。
　成年選手は「選手」であるだけでなく、新潟県チーム全体を牽引する重要な存在です。( これは
私が若い頃から言われてきたことです。）
　これを良い機会と捉え、各カテゴリーの垣根を越えた強化練習を積極的に実施し、強化目標の
達成並びに人材の育成に繋げていければと思います。

　競技委員会の目標として、県協会主催大会を魅力ある大会とすることで参加
人員を増やして行きたいと思っておりますが、中々思うようにならない現状で
す。
　各支部から選出されている競技委員と、年２回開催 ( 予定 ) の競技委員会会
議で意見交換をし、新たな考えで内容を少しでも良き方向へ変更しております。

　開催する大会の中で特に注視するものは、権威ある大会の位置づけとして「日報杯」がありま
すが、招聘した招待選手の使い方にも工夫し、出場選手に喜んでいただける位置づけも必要かと
思います。
　また、国体選手選考会 ( 成年の部・少年の部 ) を正式に開催することで、新潟県の選手団を選
出しなければならない意義ある大会でありますので、ルールに忠実に大会運営しているところで
あります。
　その他、会長杯及び市嶋楯については、ダブルスを予選リーグから決勝トーナメント方式に変
更し開催しておりますが、マンネリとならないよう更に見直しが必要かと思います。
　最後に各県協会主催大会の開催に当たっては、各支部からご協力をいただき本当に有難うござ
います。この場をお借りしまして御礼申し上げます。

新潟県バドミントン協会
競技委員長　塩入 誠司

競技委員会の目標と対応

委員長に聞く
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令和３年度　加盟・登録数一覧表

令和３年度　公認審判員登録数

<加盟>

<登録>

注:（　）内は前年度比[令和４年１月31日現在]



令和３年度　表 彰
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◇ 功労賞

◇ 技能賞　〈個人の部〉

◇ 技能賞　〈団体の部〉

◇ 奨励賞　〈団体の部〉

◇ 奨励賞　〈個人の部〉



◇ 技能賞　〈個人の部〉

（４）



令和３年度　種目別個人ポイントランキング

（５）

〈男子シングルス〉

〈女子シングルス〉

〈男子ダブルス〉



（６）

〈女子ダブルス〉






